








要約:思春期保健対策をテーマとして昭和 59 年度からスタートした健全母性育成事業は、

当初の予想をはるかに上回る勢いで、地域に根付き、更に新たな展開を迎えようとしてい

る。「新しい時代の母子保健を考える研究会報告」で、思春期をあらゆるライフステージ

に応じて行われる母子保健活動のスタートとして位置づけたことや平成 2年度予算で主婦

等を対象とした保健福祉教室の一つとして、全国の保健所で「思春期教室」を開催するこ

とになったことなどがその一例である。

今回の本研究では、都道府県に対して毎年実施した思春期保健対策の現状調査にとどまら

ず、私どもが東京都の委託によって行ってきた電話相談の実績を踏まえて、今後の健全母

性育成事業のあり方について検討することとした。


